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1 ．は じめ に

　人 間は 五感 に よ っ て 外部か らの 情報 を得て い る

が 、そ の 中で 、視覚情報は約 8 割を 占め て お り［1］、

色 そ の もの に 重要な情報が含まれ るケー
ス が多い

［2］。特 に現代社会 で は 、細分化 され た色 を利 用 し

て情報を伝 える ケ
ー

ス が増加 し て い る n 例えば 、

交通機 関 の 路線 図、、街 中の 行 き先表示板 、病 院の

床 の 行 き先案内矢印、交通標識 、薬 の 包 装な どで

あ り、それ らの 意味す る色 情報が誤 っ て 伝達 され

る と、 日常 生 活 の み な らず 安全 面で も大 き な支

障・影響 が 懸念 され る e 色 覚障害者数 は 男性の 5％、

女性 の 0．2 ％、 口本全体で は 300 万 人近 くで あ り

［3］、 色覚障害者が
一

般色覚者 と同 じ色情報 （配色

パ タ
ー

ン ）を持 つ こ とが可能とな る ツ ー
ル の 開発

や高度化は重要 で ある 。 近年、配色パ タ
ー

ン の 設

計に着 目 した 手 法や製品 ［4−6］、 あ る い は 、 光 源 ス

ペ ク トル に着 目 した 手 法 ［7，8］が 国内外 で 開発 さ

れ て い る e 今 回、後 者 に関す る 1 手法 の 提案 と結

果に つ い て 報告 す る 。

2 ．実験 の概要 と結果

　文 献 ［7，　8］に は 色覚障害者 が
一

般色覚 者 と同
一

の 配色 パ タ
ー

ン の 認識 が 可 能 とな る 照明 ス ベ ク

トル 、定 量的評価 ，被験者 実験 に よ る検 証事 例が

紹介 され て い る 。

　これ に 対 して 、 本稿で は 、 人 間に よ る被験 実験

を行 わ ず に、シ ミ ュ レー シ ョ ンお よび画 像を利 用

する方法 を提案す る 。 デ ィ ス プ レ イ 、カ メ ラ 、 プ

リ ン タ ーな どで の 色域 は異 なる の で 、正 確な シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン は 困難 で あ る 。 しか しな が ら、得 ら

れ る結果 に基 づ い て 、照明 ス ペ ク トル の 有効性 に

関 して 指針 を示 す こ とが 可能 と考 え られ る。

　使用 し た ツ ー
ル は 、（1）環 境照 明変換 シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア 」 （産総研が 開発）［9亅、〔ビ

ズ チ ェ ッ ク 」 ［6］、「色弱疑 似 フ ィ ル タ （伊藤光学

2．1 環境照 明変換シ ミ ュ レー シ ョ ン ソ フ トウ ェ

　　ア を利用 した バ リア フ リ
ー

照 明の 設計

　環境照明 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ソ フ トウェ ア は 、 白

色光
一
ドで 撮影 した画像 に つ い て 、 環境光の ス ペ ク

トル が 変化 し た 場合に 、 色 の 見 え の 変化 を電 子画

像圭で模倣す る機 能 を有 し 、 種 々 の 人 工 光源 の 他 、

5nrn 間隔 で ユ ーザ ーが 定義 した任意 の 光源 の 設

定 も可 能で あ る。 これ を利用す るバ リア フ リ
ー照

明 の 設計手順は次 の ようになる。まず、色 覚検査

表 の データ を電子画像化 し、シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ソ

フ トを利用 し て ユ
ーザ ー

が考案 し た 光源 下 で の

情 景画像 に 変換 す る 。 次 に文 献 ［6］に公 開 され て

い る ソ フ トウ ェ ア で 色 覚異常を有す る人 に認識

可 能か を調 べ る こ と で 、光源開発の 指針に 役立て

る こ とが 出 来る 。

　具体的な事例 と して 、学校用色覚検査表 （半田

屋 商店 ）の ス キ ャ ン 画 像 （色覚正 常者 に は 「8 」

お よび 「5 」 と認識で きる）を市販の R−LED に近

い 分光 特性 （中心波 長　 635nm ： 図 1 ） を有す

る環境 下で の 見 え方 による画像 に変換 した後、こ

れ を 文 献 匚6］を 利 用 し た て 調 べ た と こ ろ 、

deuteranQpe 型 の 色 覚の 人 に は認識で き る、と の

画 像処 理 結果 を得た （図 2 ）。
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図 1 　 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に利用 し た

　　　光の 分光分布
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　当該の 画像 は、Protanope 型お よび TritanoPe

型 の 色 覚に 対す る シ ミ ュ レ ーシ ョ ン で も認識 で

きる との 結 果が得 られた 。 なお 、ス キ ャ ン したオ

リジ ナル 画像 は文献 ［6ユを利用 した シ ミ ュ レ ーシ

ョ ン で は 識 別不可能で あ っ た

図 2R −LED 光 （中心 波長 635　 n皿）の 環境下 にお

　　 ける見 え方 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン結果

「環境 照明変換 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ソ フ トウェ ア 」

で 画 像 を デ ィ ス プ レ イ 上 で 表 現 す る場合 に は色

域の 問題 が 生 じ る 。
こ れ に つ い て は 、 文 献 ［9］に

記 した よ うに 、 デ ィ ス プ レ イ の 色特性 は sRGB に

従 うもの として シ ミ ュ レーシ ョ ン を行 っ た。

2．2　 LED 光源 と色 弱疑 似フィル タを利用 した

　　 バ リア フ リー照 明実験

　前節 2．1 で の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に お い て 、中

心波長 が 635nm の LED が 色覚バ リア フ リ
ー

照明

と して有望で あ る と の 知 見 を得 た こ と、ま た 、筆

者 らが 開発 した LED 照 明光源 の LED の 中心波長 の

実測値が 635rlm あ っ た の で 、暗室 にお い て 色覚

検査表 に 当該 LED 光を照射 して 、有効性 を実 際に

調 べ た 。 具体的に は 、 色弱 疑似 フ ィ ル タ を通 し て

筆者の 1 人 が 目視 に よ り パ タ
ー

ン が認 識で き る

こ とを確 認 した 後 、 画像 の 撮影を 行 っ た 。 実 験方

法 の 概略 を図 3 に示 す。
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図 3　 実験方法の 概略図

検査表 の 場所 で の LED 光の 照度は 4401x 、色度は

（0．707 ，
0、293）で あ っ た。図 4 の 画像が 得 られ 、

文宇パ ターン が認識 出来た。一方 、蛍光灯 下撮影

した場合 に は 、認 識不可能で あ っ た 。

図 4 　 R−LED 光 （中心 波長 635　 nm ） を照射 した

　　　検査 表を 、色弱 疑似 フ ィ ル タ を利用 して

　　　得た 写 真画 像

4 ．ま とめ

　人 間 に よる被験実験 を行 わずに 、 色覚 障害者 が

一
般 色覚 者 と同

一
の 配 色 パ ター

ン の 認 識 が可 能

とな る 照 明 ス ペ ク トル を設計 す る た めの 1 手法

（指針） を提案 した。今後、色 覚障害者 がバ リア

フ V　・一光 を照射 し た画像 を見 た場合 に 、同様の 効

果が 得 られ るか を検証す る必 要 が あ る。
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